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研究成果の概要（和文）：15世紀エジプトで書かれたアラビア語年代記『真珠の首飾り』の未刊行部分につい
て、オンラインでの検討会および対面での研究会を継続的に行い、３ヶ年分の記述に相当する部分の校訂原稿を
作成した。またリエージュ大学ボダン教授によるオンライン講演会や、同氏との対面での研究打ち合わせなどに
より、歴史史料の校訂法、公開法について多くの知見を得た。これらの知見を、国際学会を含む論文、学会発
表、およびワークショップにて公表した。

研究成果の概要（英文）：We have continued to hold the online and face-to-face sessions for the 
unpublished part of the Arabic chronicle, "Iqd al-juman", written in the 15th century Egypt, and 
have prepared edited text for the three year descriptions of it. We have also gained a great deal of
 knowledge about how to edit, publish, and digitize historical texts through online lectures by 
Frederick Bauden, professor of University of Liege and the other research discussions. These 
findings were presented in conference presentations, workshops,and research papers,  including at 
international conferences.

研究分野： アジア史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
未刊行のアラビア語年代記の校訂は遠からず刊行予定であり、それにより中世イスラーム社会に関する基本史料
が利用可能となることは、学術的に大きな意義がある。のみならず、校訂テキストに付される予定の日本語訳注
は、研究者以外にこの領域に関心を持つ層にとっても計り知れない利益をもたらすであろう。また、史料学や校
訂に関する講演会やワークショップを通して、中世イスラーム史料に関心を持つ多くの研究者との議論の土台を
形成し、今後日本における当該領域の研究を促進することにつながったと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 15 世紀エジプトの歴史家アイニーによる年代記『真珠の首飾り』は、かねてよりその史料的
重要性が認められながらも、未だに十分な校訂が行われていない。近年は部分的に同年代記の校
訂が刊行されることがあったが、他の写本と混同したまま底本に用いるなど、時に不十分な史料
調査に基づいていることがあり、学術的校訂の要件を満たすものではない。本研究代表者は、す
でにこの年代記に複数のバージョンが存在することを指摘し、それぞれの関係性を明らかにし
ている。 
 また、欧米の研究者によるアラビア語写本の研究では「アーカイヴス的転回」の重要性が指摘
されている。K.ハーシュラーは、写本の外形的特徴や、欄外書き込みなどのパラテクストを分析
する「写本史料の文書的利用」を提唱しており、また F.ボダンはある歴史家の残した自筆本を考
古学的資料として扱うことで、書物の伝播や読書のあり方、作品の生成過程、作者のライフヒス
トリーまでを考察する研究を行っている。こうした新しい文献学研究の手法は、本研究が対象と
する作品についても十分に適応可能と考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究の第一の目的は、歴史文献学の手法に則って『真珠の首飾り』の主要部分の学術校訂テ
キストを作成し、当該地域・時代に関わる研究者の利用に供することである。その際、従来看過
されてきた様々なヴァリアントにも着目し、各写本の書写過程をも検討することで、正確な校訂
テキストの作成を目指す。 
 第二の目的は、上記の文献学的検討の過程で得られる諸情報を利用して、当時のウラマーによ
る社会的実践のあり方を解明することである。特に、作者が残す「自己語り」的な情報や、写本
に残されたパラテクストは、ウラマーの知の営みを具体的に物語る新たな材料となりうる。 
 第三の目的は、中世アラビア語史料の校訂とその成果の公開について、新たな見通しを提示す
ることである。特に、校訂テキストを公開し広く共有する手段として、デジタル・ヒューマニテ
ィーズの手法を用いて電子テキスト化を行い、今後の可能性を広げていく。 
 
３．研究の方法 
 校訂テキストの作成について、対象となるのは『真珠』全 19 巻のうちのマムルーク朝期に関
する未刊行部分、第 16 巻の後半部以降である。作者による自筆本は残っていないため、以下の
４写本を使用した。 
(a) バヤジト図書館所蔵 Veliyyuddin 2394（1486 年頃書写） 
(b) トルコ・イスラム美術博物館所蔵 Evkaf 2157（1488 年書写） 
(c) スレイマニイェ図書館所蔵 Besir Aga 457（18 世紀書写） 
(d) サンクトペテルブルグ、アジア民族研究所所蔵 no. 350（18 世紀書写） 
校訂の作業は翻刻、写本校合、固有名詞のインデクス作成、他史料との比較からなるが、さらに
内容把握の手段として和訳を付す作業も行った。校訂作業チーム（五十嵐大介、伊藤隆郎、大山
葉奈、亀谷学、久保亮輔、熊倉和歌子、笹原健、橋爪烈、原山隆広、三橋咲歩、山下智也、 村
武典が参加）を編成し、月に一度のペースで Zoom を用いたオンライン検討会で校訂原稿を作成
した。また 2022 年 9 月には、甲南大学において対面での校訂研究会を行い、校訂原稿の第二稿
を確認した。 
 ウラマーの社会的実践の考察については、アイニーの年代記のさまざまなヴァリアント写本
（自筆本も含む）における前書きや奥付、欄外書き込みの情報を精査し、それぞれのヴァリアン
トの関係性を分析した。また上記４写本を含む書写本の、オスマン朝期に書き込まれた書き込み
の情報を収集し、これらの写本がオスマン朝期においてどのように受容され流布されていたか
を再構成した。 
 史料校訂全般に関しては、すでに多くの校訂プロジェクトを率いてきた実績を持つリエージ
ュ大学の F.ボダンとの研究交流を行い、校訂作業を続けていくうえでの具体的な留意点のみな
らず、成果公開のために利用可能なコンピューターソフトの情報なども共有した。また、テクス
ト・エンコーディング・イニシアチブ（TEI）に則った電子テキストの作成については、オンラ
インを中心とした研究会・講習会に参加しつつ、その手法を学んだ。 
 
４．研究成果 
 校訂テキストについては、ヒジュラ暦 713〜714 年の記述については校訂原稿の第二稿の確認
をほぼ終えており、対訳テキストともに順次学術誌での公開を準備中である。715 年については
第一稿の確認を終えた段階にあり、今後第二稿の確認を行ったうえで公開したい。716 年以降に
ついては今後も継続的に検討会を行っていきたい。 
 ウラマーの社会的実践については、ボン大学の S.コーネルマンと東洋文庫の三浦徹の共編に
よるマムルーク朝研究論文集の一編として、アイニーに帰せられた４年代記の関係を分析した
英語論文が公開された（2020 年度）。また和雑誌『西南アジア研究』に、オスマン朝期における



『真珠』諸写本の受容のあり方を論じた論文を投稿し（2021 年度）、マールブルク大学で開催さ
れた第 8 回マムルーク研究大会では英語での学会発表を行った（2022 年度）。 
 史料校訂のメソドロジーとしては、F.ボダンによる校訂技術に関するオンラインレクチャー
を開催し、多くの参加者を得た（2020 年度）。2021 年度に予定していた研究代表者によるリエー
ジュ大学での在外研究はコロナ禍のため見合わせざるを得なかった。2022 年度には東京大学駒
場キャンパスで開催された日本オリエント学会において企画セッション「前近代イスラーム史
料研究の新地平」を主催し、代表者の他、荒井悠太、杉山雅樹、久保亮輔の４名による研究発表
と、礒貝健一、渡部良子の 2名によるコメントを得たことで、史料校訂を含めた幅広い史料研究
について関心を持つ多くの研究者との間で、議論の土台を築くことができた。 
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